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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、導入です。次回から、物理と数学における不正事件や研究倫理について解説し、5回めは、学情センターラーニング・コモンズでアクティブラーニングを行います。ラーニングコモンズはここです（urlをクリックして説明）。そのときに、CITI-Japanを上毛ます。受けた人はいますか？受けた人は、研究不正などの調査を行って下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学において、倫理教育の必要性が昨今高まってきている。原因は、研究不正事件が、マスコミで
取り上げられる回数が増えてきていることがあるが、最たるものは、理研の小保方晴子のSTAP細胞に関する事件であろう。科学のジャーナルとして最高のNatureにその論文がのり、
テレビで大々的に理系女の筆頭格として華々しく登場したが、その後、追試しても
見付からないことがわかった。彼女の実験ノートの杜撰さが明みにでるとともに、この分野のスター研究者が自殺したこともあって、日本中で話題になった。
この事件自体、倫理教育の格好の題材である。
 
この講義では、皆さんに、このような事件に巻き込まれないように、研究倫理をしっかりと
身に付けてもらう事を目的とする。そのために、過去の事例から学ぶとともに、教材をつかって、学習してもらう。
また、アクティブラーニングよって、Webでいろいろ調べてもらい、最後に全員に発表してもらって、討論する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
問題点　１．は分野によって、順番の意味が異なる。２．は論文数が必ずしもアクティビティーを反映しない。ある分野では、共同研究者の数が多いので、その分野に属していると、自分で
書かなくても、論文ができる。聞いた話によると、自分の名前が載っている論文に気がつかなかったという。実は、実験の手伝いに行き、物を運んだようである。
 
最近は、共著者数で割るという数えかたをする指標もある。（何か調べる）。
IFの問題点は後述。４．の科研費も、知り合いがいたらもらえるとか、あるようだ。流行りの分野を研究しているともらいやすいとか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
たとえば、小保方晴子氏のスタップ細胞の論文の証拠とされる図は、D論の全く違う細胞の実験の図のコピペであった。これは、ねつ造にあたる。D論の参考文献は、コピペであった。しかも、文字化けした部分がそのままだった。これを査読した教員はいたのだろうか？
卒研でも、このような見落としはおこらない。結局、誰も読んでなかったと思われる。
早稲田大学は、教員数に比べて、学生数が非常に多いであろうが、それは何の理由にもならない。
学位審査の手順はきちんとしているはずだが、それが全く機能していなかったのであろう。
 
理研の体制も、ノーベル賞級の大きなテーマなので、おいそれと研究内容を外に出さない配慮がされていたらしい。しかし、これは理由にならない。共同研究者どうしの議論が当然ある筈。また、公表された、小保方氏の実験ノートは、実にお粗末なものであった。
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